









― 247 ― 









博士の専攻分野の名称  博 士（看護学） 
学 位 記 番 号  第  ２１９０２  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            医学系研究科保健学専攻 
学 位 論 文 名  クローン病者の食生活体験に関する研究 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 鈴木 純恵 
            （副査） 
            教 授 梅下 浩司  教 授 清水 安子 
































































― 249 ― 
 そこで、申請者は、①クローン病者が発病後、処方された食事栄養療法に対して、どのように捉え、対応している
のか、②食事を通じた他者との関わりの中で、どのような問題を抱え、それにどう対応しているのか、これら２点の
体験のプロセスを明らかにすることを目的とし、本研究を行った。Grounded Theory Approach を用いて、緩解期に
あり、在宅で生活している成人クローン病者 17 名に半構造化面接を行い、データを収集し、持続比較分析を行った。 
 その結果、目的①に対しては、クローン病者が発病後、常に制限と食欲との狭間で様々な体験を重ねていく中で、
処方された標準的な食事栄養療法から試行錯誤を繰り返しながら自分に合った食生活スタイルを主体的に見出し、確
立していくプロセスが明らかになった。目的②に対しては、クローン病者が発病後、常に食事制限による病状コント
ロールと食事を共にする他者との関係の維持のバランスをとろうと努力し、徐々に食事を共にする相手との関係で対
応法を使い分けていくプロセスが明らかになった。そして、これらの結果から、明らかになったプロセス上の段階の
特徴に応じた看護実践への示唆が得られた。 
 以上のことから、本研究によって、クローン病者の発病後からの食生活体験のプロセスが初めて明らかになった。
この結果は、医療者が決めた制限をクローン病者に課し、それが遵守できているか否かという行動のみに注目する従
来のアプローチから、医療者は、まずクローン病者自身が病気や治療に対して、どのような意味づけをしているのか
を問いかけ、標準的な食事栄養療法から個々に合った食事制限法を病者と共に見出していく必要性を示唆するもので
ある。したがって、本研究は、今後、クローン病者が厳しい制限のもとで自らの食生活スタイルを確立していくのに
必要な支援を検討していくうえで基礎となる価値ある研究であり、博士の学位授与に値するものと考えられる。 
